
「算数チャレンジ大会（算チャレ）２０１６」予選問題の解答・解説

１ 答え ２６

約数を探すときは，「ペア」同士で考えると効率よく探せます。約数は，その数が割り切れ

るときの「割る数」なので，「商」も約数となります。同時に考えると，落ちなく早く約数を

見つけることができます。

・５２の約数・・・１と５２，２と２６，４と１３，（５～１３までなし）

書き出し方を，工夫します。

・５２の約数・・・１ ２ ４ １３ ２６ ５２

同様にして，７８の約数を書き出します。

・７８の約数・・・１ ２ ３ ６ １３ ２６ ３９ ７８

したがって，最大公約数は，２６になります。 答え ２６

最大公約数を求める場合は，２つの数のうち，先に小さい数（この場合は５２）の約数を求め

ておいて，次に大きい数（７８）の約数をペアで探していき，大きいほうの公約数が出てくれば，

それが答えとなります。２６が求められれば，次に大きい公約数１３を求めなくてよくなります。

約数の性質や倍数の性質もよく理解しておくと，問題の解き方も工夫できますね。

２ 答え １．０５㎏

鉄の棒１ｍあたりの重さを求めるので，

全体の重さ ÷ 長さ ＝ １ｍあたりの重さ の式で求めます。

式 ７．５６ ÷ ７．２ ＝ ？

※ 答えの見当（がい数で計算）をつけておきましょう。計算の後で小数点の位置の見直し

にもなります。

８ ÷ ７ ＝ １．１…

計算 ７．５６ ÷ ７．２ ＝１．０５ 答え １．０５㎏

※ 計算結果から答えは １．０５㎏ となりますが，見直してみましょう。

１．０５は，見当をつけた１．１に近いので，この答えは正しいことが期待できます。

※ どのように式で求められるのか，思いつかない（不安）なときは，もう少し具体的な数

で考えてみましょう。

例えば，「２ｍの重さが６㎏の鉄の棒の１ｍの重さは？」となれば「６÷２」となりま

す。同じように考えて「７．５６ ÷ ７．２」という式になることが分かります。

２



３ 答え ４７５個

先月集めたプルタブの個数を 個 として考えます。

先月 今月

個 ５５１個

１６％増加

１６％＝０．１６

先月の個数を基準量１とすると，今月の個数の割合は １＋０．１６ で １．１６

に当たります。

これを数直線図を使って表します。

0 551 （プルタブの個数）

0 1 1.16 （割合）

したがって，下の数直線図のように先月分の個数 の１．１６倍に当たる数が今

月分の５５１個になります。

□ × 1.16
0 551 （プルタブの個数）

0 1 1.16 （割合）

1 × 1.16

式 ×１．１６＝５５１

＝５５１÷１．１６

＝４７５ 答え ４７５個

※ 見直し：先月分は今月よりも少ないので，４７５個は答えとして正しいことが期待でき

ます。

４ 答え ④のサイコロ

太郎さんのサイコロの見えない面の目の数を確認しましょう。上の面が一，下の面が六，側

面は，三から時計回りに「三→二→四→五」と並んでいることが分かります。

したがって，太郎さんのサイコロは，

一の目の面を上にしておいたとき，側面のサイコロの目は，

時計回りに「三→二→四→五」 と並んでいる。

ことになります。

まず，この条件を手がかりにサイコロを探してみます。

①のサイコロ

側面の見えない面の目を考えると，時計回りに「五→三→二→四」

と分かり，太郎さんのサイコロと同じ「三→二→四→五」と言えます

が，一の目を上にすると「五→四→二→三」と逆になるので，太郎さ

んのサイコロではありません。 四 二



②のサイコロ

一の面を上に置き直してみると，「三→五→四→二」となり，ちょ

うど「三→二→四→五」と反時計回り になってしまいますので，こ

れも違います。③ ⑤ ⑧も同様です。

五 四

ここまでで，側面のサイコロの目が，時計回りに「三→二→四→五」 の条件を満たすサイコ

ロは，④ ⑥ ⑦の３つとなります。それぞれのサイコロの一の目の面を上にしてみます。

④のサイコロ ⑥のサイコロ ⑦のサイコロ

五 三 二 四 四 五

３つとも側面のサイコロの面は確かに「三→二→四→五」となっています。

ここで，よく観察してみると，明らかに太郎さんのサイコロとは違うサイコロが分かります。

それは，⑥と⑦です。なぜ，分かるのか･･･。

理由は，③の目の「向き」です。

太郎さんのサイコロでは，一の目の面を上にすると，三の目は， と右上がりになっ

ています。

⑥と⑦のサイコロは，一の目の面を上にすると，三の目は左上がりになっています。

したがって，④のサイコロは三の面が見えないのですが，④のサイコロだけが太郎さんのサイ

コロと言えるのです。 答え ④のサイコロ

５ 答え ３５ｃｍ

まず，この容器にどれくらいの水が入るかを求めましょう。

１分間に０．２Ｌずつ２５分間水を注ぐので，０．２×２５＝５ で合計５Ｌとなります。

１Ｌは １０００㎤ ですので，５Ｌは，５×１０００＝５０００㎤ とも表せます。

さて，この容器をＡ，Ｂの２つの直方体に Ｂ

分けて考えます。

もとの図形の下の直方体をＡ，上の直方体をＢと

します。

Ａ部分の体積を求めてみましょう。 Ａ

直方体の体積は，たて×よこ×高さ で求められます。

１０×１６×２０ ＝３２００ Ａの部分には，３２００㎤ の水が入ります。

水は全部で５０００㎤ 入るので，Ｂの直方体には

５０００－３２００＝１８００ で １８００㎤ の水が入ることになります。

Ｂのたては１０ｃｍ，よこは１２ｃｍです。

つまり，１０×１２×（高さ）＝ １８００ となる（高さ）を求めることになります。）

１２０×（高さ）＝ １８００

（高さ）＝ １８００÷１２０

＝ １５



Ｂの直方体の１５ｃｍまで水が入ることになります。

水の深さは底から考えますので，

（Ａの直方体の高さ）＋（Ｂの直方体に入った水の高さ） なので

２０＋１５＝３５ となり，３５㎝と求められます。 答え ３５㎝

【別解】

この容器全体の体積は，Ａの直方体の体積＋Ｂの直方体の体積で求められます。

（１０×１６×２０）＋（１０×１２×２０）＝ ５６００ ５６００㎤です。

ここに，５０００㎤の水が注がれるので，残りの部分は ６００㎤ となります。

Ｂの直方体の上の部分に６００㎤の空きができれば良いので

１０×１２×（高さ）＝６００

１２０ ×（高さ）＝６００ なので 高さは５ｃｍとなります。

容器全体の高さ４０ｃｍから５ｃｍをひいて，３５ｃｍと求められます。

６ 答え ７５度

ＡＢの長さとＡＣの長さが等しいので，三角形ＡＢＣは二等辺三角形であることがわかりま

す。また，ＡＣの長さとＣＤの長さが等しいので，三角形ＡＤＣも二等辺三角形であることが

分かります。 Ａ

二等辺三角形では，２つの角の大きさが等しいので，

角Ｂと角Ｃを㋑と表すと，角の大きさの関係は左の図の

ように表せます。

Ｂ Ｄ Ｃ

三角形ＡＢＣの３つの角を合わせると１８０度になります。

角Ａ ＋ 角Ｂ ＋ 角Ｃ ＝ １８０度

（４５ ＋ ㋐ ）＋ ㋑ ＋ ㋑ ＝ １８０度 ・・・ ①

また同じように，三角形ＡＤＣの３つの角を合わせると１８０度になるので，

角Ａの右側の角 ＋ 角Ｄ ＋ 角Ｃ ＝ １８０度

㋐ ＋ ㋐ ＋ ㋑ ＝ １８０度 ・・・ ②

①と②の式を整理してみると

①の式は ㋐ ＋ ㋑ ＋ ㋑ ＋４５度 ＝１８０度・・・・③

②の式は ㋐ ＋ ㋑ ＋ ㋐ ＝１８０度・・・・④

ここで，③の式と④の式を比べてみると・・・

同じ大きさの角になるところを確認し，残った角に注目してみると，

③の式の ㋑ ＋４５度 と ④の式の ㋐ が同じ角度であることが分かります。

つまり， ㋐ の部分を ４５度＋ ㋑ と表しても良いことになります。

では，三角形ＡＤＣの ㋐ の部分を，４５度＋㋑ と表してみましょう。

㋐ ＋ ㋐ ＋ ㋑ ＝ １８０度

（４５度＋㋑） ＋ （４５度＋㋑）＋ ㋑ ＝ １８０度

まとめると， ９０度＋ ㋑ ＋ ㋑ ＋ ㋑ ＝ １８０

つまり， ㋑の３つ分が９０度ですから， ㋑の角度は ９０度÷３＝３０度となります。
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㋐は，４５度＋㋑ で求められますから， ４５度＋３０度 ＝７５度となります。

答え ７５度

または，三角形ＡＤＣの㋑が ３０度であることがわかりましたので，

３０度 ＋ ㋐ ＋ ㋐ ＝ １８０度 と考えても

㋐ ＝ ７５度 が求められます。

【別解】

④の式から ㋑ の角度は，１８０度から ㋐をふたつ分ひくと求められますね。

つまり， ㋑ ＝ １８０度－ ㋐ － ㋐ ・・・ ⑤

では，三角形ＡＢＣの ㋑ の部分を１８０度－㋐－㋐ と表してみましょう。

（４５度＋㋐）＋ （１８０度－㋐－㋐）＋（１８０度－㋐－㋐）＝１８０度

この式をまとめると，

４０５度－㋐－㋐－㋐ ＝１８０度

つまり，㋐が３つで ２２５度ということになるので ㋐は，２２５度÷３＝７５度となり

ます。


